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を
使
う
例
の
紹
介
は
、
も
っ
と
も
多
い
こ
の
パ

タ
ー
ン
だ
け
に
し
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
パ

タ
ー
ン
は
、
も
う
少
し
学
習
が
進
ん
で
か
ら
で
よ

く
、
さ
ら
に
甲
乙
点
等
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
複

雑
な
文
構
造
の
理
解
が
必
要
で
す
か
ら
、
こ
れ
は

応
用
編
で
説
く
こ
と
に
し
ま
す
。

漢
文
法
基
礎
ド
リ
ル 

３

①
　
客 

有 

能
為
狗
盗
者

②
　
有 

献
不
死
之
薬
於
荊
王
者

	

下	

ニ	

一	

上

③
　
客
有 

教フ
ル燕
王二
為ス
ヲ

  

不
死
之
道
者

漢
文
法
基
礎
ド
リ
ル 

３

【
解
析
と
解
説
】

	

副	

Ｖ
１
Ｓ
＝［
助	

Ｖ
３	

Ｏ	

関
］

①
　
客
　
有
　
能
為
狗
盗
者

	

下	

二	

一	

上

■
「
ド
リ
ル
」
で
す
の
で
、
同
じ
例
文
が
繰
り
返

し
で
て
き
ま
す
。
復
習
し
な
が
ら
別
の
視
点
か
ら

学
び
直
す
の
で
す
。
ま
ず
は
復
習
で
す
が
、
有
の

後
に
あ
る
能
…
者
が
主
語
の
関
係
詞
名
詞
節
で
あ

り
、
そ
の
節
内
の
他
動
詞
為
に
二-

一
点
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
節
は
下-

上
点
で
挟
む
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
能
は
助
動
詞
で
す
の
で
、
本
来
は

以
下
の
よ
う
な
返
り
点
と
な
る
べ
き
で
す
。

	

副	

Ｖ
１	

Ｓ
＝［
助	

Ｖ
３	

Ｏ	

関
］

　
客
　
有
　
能
為
狗
盗
者

	

下	

レ	

二	

一	

上

　

し
か
し
、
能
＝
「
よ
ク
」
と
い
う
訓
読
の
た
め

に
訓
点
の
打
ち
方
は
、
例
外
的
な
扱
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
点
が
「
盲
点
」

と
し
て
入
試
頻
出
ポ
イ
ン
ト
と
か
言
わ
れ
る
に
い

た
っ
て
は
、
呆
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
で

も
、
現
状
で
は
仕
方
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
し
っ
か
り
覚
え
て

く
だ
さ
い
。

	

Ｖ
１
Ｓ
＝［
Ｖ
４	

Ｏ	

Ｏ	

関
］

②
　
有 

献
不
死
之
薬
於
荊
王 

者

	

下	

ニ	

一	

上

■
「
不
死
の
薬
を
荊
王
に
献
ず
る
者
あ
り
」　

献

と
は
、
下
か
ら
上
へ
の give 

で
す
か
ら
Ｖ
４

で

す
。
こ
こ
で
は
、「
物
を
＋
人
に
」
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
区
切
り
と
し
て
、
汎
用
前
置
詞

於
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
目
的
語
で

あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
働
き
で
す
。
二
つ
の
目
的

語
を
取
る
た
め
二-

一
点
を
使
う
の
で
、
関
係
名

詞
節
を
示
す
た
め
に
下-

上
点
が
挟
む
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。

	

副	

Ｖ
１
Ｓ
＝［
Ｖ
４	

Ｏ	
Ｏ	

関
］

③
　
客
有
　
教
燕
王
為
不
死
之
道
者

	

下	

ニ	
一	
上

■
「
客
の
中
に
、
荊
王
に
不
死
の
道
を
教
え
る
者

あ
り
」
教
も
Ｖ
４
で
す
が
、
こ
ん
ど
は
「
人
に
＋

物
を
」
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
目
的
語
を
明
示
す

る
前
置
詞
は
有
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
な
ど
は
英
文
法

と
フ
シ
ギ
と
重
な
る
箇
所
で
す
。
同
様
に
二
つ
の

目
的
語
を
取
る
た
め
二-

一
点
を
使
う
の
で
、
関

係
名
詞
節
を
示
す
た
め
に
下-

上
点
が
挟
む
形
に

な
っ
て
い
る
例
文
で
す
。�

《
続
了
》

徳
を
備
え
た
為
政
者
で
す
か
ら
、
尭
は
限
界
を
自

覚
し
た
と
き
、
後
継
者
と
し
て
舜
（
実
の
息
子
で

は
な
い
）
に
位
を
譲
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

「
禅
ぜ
ん
じ
ょ
う譲

」（
そ
の
地
位
を
血
縁
者
で
な
い
有
徳
の
人

物
に
譲
る
こ
と
）
と
い
い
、
武
力
で
権
力
を
奪
取

す
る
こ
と
は
「
簒さ
ん

奪だ
つ

」
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
対

し
て
古
代
に
お
け
る
最
低
の
王
と
さ
れ
る
の
が

紂
・
傑
の
二
人
の
王
で
す
。
こ
の
権
力
者
の
タ
イ

プ
の
極
端
な
二
者
択
一
の
発
想
は
、
漢
文
世
界
を

読
解
す
る
上
で
の
必
須
の
常
識
と
な
り
ま
す
。

⑧
　
霜
葉ハ
紅
於
二
月ノ
花

	

二	

一

■
「
霜
が
降
り
て
紅
や
黄
に
変
化
し
た
葉
は
、
二

月
の
花
よ
り
紅
い
」 

唐
詩
の
有
名
な
一
節
で
す
。

二
月
花
と
は
桃
の
花
を
指
す
と
さ
れ
ま
す
。
ポ
イ

ン
ト
は
⑥
と
同
じ
で
す
。

	

Ｃ	

Ｓ	

Ｃ	

Ｓ

⑪
　
多
労
少
益

■
「
労
多
く
し
て
益
少
な
し
」 

読
み
も
内
容
も
解

説
は
い
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
多
労
少
功
（『
荘

子
』）
と
い
う
言
い
方
も
あ
り
ま
す
。
英
語
の
諺

で
は
、You fish fair and catch a frog

（
魚

釣
り
ガ
ン
バ
ッ
て
や
っ
て
蛙
一
匹
！
）
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。「
多
・
少
は
Ｖ
Ｓ
倒
置
構
文
」
と

い
う
ポ
イ
ン
ト
を
覚
え
る
の
に
最
適
な
例
文
で
す

ね
。

	

Ｃ	

Ｓ	

Ｃ	

Ｓ

⑫
　
易
言 

難
行

■
前
問
同
様
に
、
難
・
易
も
第
２
文
型
の
Ｖ
Ｓ
倒

置
構
文
と
な
り
ま
す
が
、
見
か
け
が
同
じ
で
も
、

文
法
構
造
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
試
し
に
英
文

訳
す
る
と
、

　

It is easy to say,but difiicult to do.

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
単
に
名
詞
が
倒
置
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
不
定
詞
句
が
主
語
と
な
る

（
こ
れ
は
可
で
も
説
い
た
通
り
）
点
に
注
意
が
必

要
で
す
。
勿
論
、
漢
文
に
は
形
式
主
語
は
あ
り
ま

せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
多
い
・
少
な
い
の
主
語
は

物
品
等
で
す
が
、
難
し
い
・
易
し
い
の
主
語
と
な

る
も
の
は
、
基
本
的
に
「
人
が
…
す
る
こ
と
」
と

い
う
事
態
で
あ
り
、
こ
れ
に
様
々
な
修
飾
句
が
つ

く
も
の
だ
か
ら
で
す
。

３　

返
り
点
と
送
り
が
な
（
３
）

下-

上
点
な
ど

　

返
り
点
に
は
、
こ
の
他
に
「
上
下
点
」
が
あ

り
、
さ
ら
に
「
甲
乙
点
」
ま
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
「
下
・
中
・
上
」
と
か
、「
丙
・
乙
・
甲
」
の

よ
う
に
三
段
階
（
以
上
）
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
序
列
か
ら
い
う
と
、

　
　

一
二
点＜

上
下
点＜

甲
乙
点

で
す
。
こ
の
ル
ー
ル
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
と
、

乙

甲

下

上

二　
　
　

一

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ど
ん
な
時
に
現
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
す
で
に
文
法
解
析
し
た
例
で
す

が
、
訓
読
法
で
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
客ニ 

有リ 

能ク
為ス
狗
盗ヲ
者

	

下	

ニ	

一	

上

　

大
枠
で
は
、
関
係
詞
名
詞
節
の
主
語
が
下-

上

点
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
ね
。
そ

の
節
の
中
が
Ｖ
３

動
詞
の
為
で
あ
り
、
目
的
語
が

二
文
字
の
狗
盗
な
の
で
、
二-

一
点
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
上-

下
点
が
現
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

〈
１
〉
関
係
詞
節
の
中
に
他
動
詞
を
含
む
た
め

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
す
で
に
学
ん
だ
次

の
例
も
ま
っ
た
く
同
様
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　
楚
人 

有
鬻
盾
与
矛
者

	

下	

ニ	

一レ	

上

　

こ
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
下-

上
点
の

中
に
は
、
二-

一
点
が
す
っ
ぽ
り
と
含
ま
れ
る
形

に
な
り
ま
す
。
漢
文
入
門
と
し
て
は
、
下-

上
点

《
筆
者
紹
介
》 い
ち
か
わ 

ひ
さ
よ
し

　
大
学
進
学
教
育
Ｇ
Ｈ
Ｓ
専
任
講
師
。鎌
倉
市
生
ま
れ
・

東
京
大
卒
。
十
年
程
前
に
東
京
を
離
れ
、
山
峰
に
抱
か

れ
た
信
州
の
地
に
拠
点
を
移
し
幅
広
く
活
動
。
高
校
時

分
よ
り
言
語
学
に
興
味
を
抱
き
、
言
語
と
語
学
に
関
す

る
著
作
を
渉
猟
し
、以
後
受
験
英
文
法
に
飽
き
足
ら
ず
、

現
代
中
文
法
、
ド
イ
ツ
語
文
法
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
、

古
代
和
文
法
等
を
学
ぶ
。「
理
系
こ
そ
国
語
力
！
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
和
人
の
教
養
の
源
泉
と
し
て
の
漢
文
教

育
の
復
権
を
目
指
し
、
斬
新
か
つ
独
創
的
な
漢
文
法
に

よ
る
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
春
、
育
文
社

よ
り
『
思
考
訓
練
の
場
と
し
て
の
漢
文
解
析
』
を
刊
行

し
好
評
の
う
ち
に
初
版
完
売
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
育
文

社
の
新
記
録
と
な
っ
た
。
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使
っ
た
例
で
す
。
下-

上
点
に
つ
い
て
は
次
の
項

で
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
関
係
詞
名
詞
節
内
に
、

他
動
詞
鬻
で
二-

一
点
を
使
っ
た
の
で
、
関
係
詞

節
の
範
囲
を
示
す
た
め
に
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
な

枠
を
し
め
す
下-

上
点
を
用
い
た
例
で
す
。

	

Ｖ
１
Ｓ	

Ｖ
３	

Ｏ	

否	

助	

Ｖ
１

③
　
有
兵 

守
関 

不
得
入

	

レ	

レ	

レ	

レ

■
「
兵
あ
り
、
関
を
守
る
。
入
る
を
得
ず
。」
有

は
Ｖ
Ｓ
倒
置
構
文
を
と
り
、
あ
と
に
主
語
の
カ
タ

マ
リ
（
関
係
詞
名
詞
節
）
が
来
る
も
の
で
す
が
、

こ
こ
で
は
名
詞
が
単
独
で
主
語
と
な
っ
て
い
ま

す
。
有
兵
守
兵
ま
で
が
従
属
節
で
「
…
な
の
で
、」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
文
意
明
瞭
で
す
の
で
、
理

由
を
表
す
接
続
詞
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
得

入
の
主
語
は
話
者
を
含
む
「
我
々
」
で
す
が
一
般

人
称
な
の
で
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
不
得
＝can't 

助
動
詞
と
否
定
で
す
か
ら
、

和
語
で
は
動
詞
の
あ
と
に
き
て
、
文
末
表
現
に
な

り
ま
す
か
ら
、
返
り
点
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

	

Ｓ	

Ｖ
２	

Ｃ	

記

④
　
子
非
吾
友
也

	

二	

一

■
非
＝is not 

は
否
定
＋
断
定
の
Ｖ
２

動
詞
で

す
。
子
は
漢
文
必
須
単
語
で
、
二
人
称
・
敬
称
の

代
名
詞
で
す
。「
あ
な
た
は
」
と
か
「
先
生
は
」

と
い
う
訳
に
な
り
ま
す
。「
あ
な
た
は
、
私
の
友

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」（
対
等
で
は
な
く
、
私
の

師
で
す
！
）
也
は
断
定
を
後
押
し
す
る
「
！
」

「
。」
に
相
当
す
る
文
末
記
号
で
す
。
訓
読
で
は
、

和
語
の
断
定
助
動
詞
「
な
り
」
が
文
末
に
あ
る
こ

と
か
ら
也
＝
ナ
リ
と
読
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

be
動
詞
を
知
ら
な
か
っ
た
古
和
人
の
不
可
抗
力
的

4

4

4

4

4

な
誤
解

4

4

4

に
よ
る
も
の
で
す
。

	

副	

否	

副	

Ｖ
１	

Ｓ

⑤
　
勇
者
不
必
有
仁

	

二	

一レ

■
「
勇
者
は
必
ず
し
も
仁
あ
ら
ず
」
と
訓
読
し
ま

す
か
ら
、
勇
者
が
主
語
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

文
法
的
に
は
、「
勇
者
に
は
」
と
い
う
副
詞
句
で

あ
り
、
主
語
は
仁
で
す
。
助
詞
「
は
」・「
が
」
が

つ
い
て
い
る
か
ら
主
語
だ
、
と
い
う
よ
う
な
単
純

な
発
想
か
ら
は
卒
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、「
そ
の
人
の
中
に
分
ち
が
た
く
有
る
も

の
」、
す
な
わ
ち
「
そ
の
人
と
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
」
を
こ
の
構
文
で
表
現
し
ま
す
が
、
時
代
が

下
っ
て
き
て
、
か
つ
、「
所
有
」
な
る
概
念
が
登

場
し
て
く
る
と
、
人
が
文
頭
に
く
る
と
き
の
有

は
、
英
語
の have 

の
用
法
に
接
近
し
て
き
て
、

現
代
中
国
語
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う

す
る
と
勇
者
が
主
語
と
い
う
見
方
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
こ
か
ら
漢
文
を
解
釈
に
か
か
る
と
有

の
本
来
の
姿
が
み
え
な
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

⑥
　
霜ハ
白シ
於
雪

	

二	

一

■
「
霜
は
雪
よ
り
白
い
」
と
い
う
第
２
文
型
比
較

級
の
例
で
す
。
前
置
詞
於
は
、
つ
い
「
…
に
お
い

て
」
と
読
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
汎
用
の
前

置
詞
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
場
所
だ
け
で
な
く

こ
の
よ
う
に than 

の
意
味
に
も
な
り
ま
す
。
英

文
と
異
な
り
、
形
容
詞
に
は
比
較
級
や
最
上
級
の

形
は
勿
論
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、『
漢
文
解
析
』

第
４
章
●
頁
に
説
い
た
よ
う
に
、
漢
文
の
比
較
構

文
の
本
隊
は

4

4

4

動
詞
（
由
来
）
構
文
で
す
か
ら
、
そ

ち
ら
の
方
の
ド
リ
ル
演
習
で
改
め
て
説
く
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑦
　
尭
老イテ 

倦ム 

于つと
め
二

勤

	

二	

一

■
「
尭
は
年
老
い
て
き
た
た
め
、
皇
帝
と
し
て
の

勤
め
が
辛
く
な
っ
て
き
た
。」 

英
語
のbe tired of 

〜
を
想
起
す
る
と
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。
于
は

倦
と
い
う
状
態
の
原
因
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
儒
教

で
は
尭
（
ギ
ョ
ウ
）
と
舜
（
シ
ュ
ン
）
と
と
も
に

古
代
中
国
の
伝
説
的
な
聖
帝
と
さ
れ
、
無
条
件
で

「
聖
に
し
て
善
な
る
者
」
と
さ
れ
ま
す
。
最
高
の

ノ
、
コ
ト
、
人
す
べ
て
に
使
え
る
点
も
英
語
と

異
な
る
の
で
要
注
意
で
す
。

・�
無
は
動
詞
で
す
。
古
和
文
で
は
「
な
し
」
と
い

う
形
容
詞
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
形

容
詞
と
す
る
の
は
マ
チ
ガ
イ
で
す
。
翻
訳
先
の

言
語
の
品
詞
を
元
の
言
語
に
押
し
付
け
る
の
は

反
則
4

4

で
す
。
有
が exist 

と
す
れ
ば
、
無
は 

not exist 

で
す
。

漢
文
法
基
礎
ド
リ
ル 

２

①
　
客
有
能ク
為なス
狗
盗
者

　

※�

狗
盗
〔
犬
の
よ
う
に
ひ
そ
か
に
盗
み
を
す
る

賊
の
意
か
ら
〕
こ
ぬ
す
び
と
。
こ
そ
ど
ろ
。

②
　
楚
人
有
鬻ひ
さ
グ盾
与
矛
者
　
※
鬻=sell

③
　
有
兵 

守ル
関ヲ 

不
得
入ルヲ

	

レ	

レ	

レ	

レ

④
　
子
非
吾
友
也

⑤
　
勇
者
不
必
有
仁

⑥
　
霜ハ
白シ
於
雪

	

二	

一

⑦
　
尭
老イテ 

倦ム 

于つと
め
二

勤

	

二	

一

　

※�

尭
（
ギ
ョ
ウ
）
＝
舜
（
シ
ュ
ン
）
と
と
も
に

古
代
中
国
の
聖
帝
と
さ
れ
る
。

⑧
　
霜
葉ハ
紅
於
二
月ノ
花

	

二	

一

⑧
　
多
労
少
益

⑨
　
易
言 

難
行

漢
文
の
倒
置
構
文
と
い
え
ば
…

　
有
無
・
多
少
・
難
易
の
三
組
と
覚
え
よ

漢
文
法
基
礎
ド
リ
ル 

２

【
解
析
と
解
説
】

	

副	

Ｖ
１
Ｓ
＝	［
助	
Ｖ
３	

Ｏ	

関
］

①
　
客
　
有
　  
能
為
狗
盗
者

	

下	

二	
一	

上

■
「
客
人
の
中
に
、
盗
み
の
う
ま
い
者
が
い
た
。」

客
は
漢
文
重
要
単
語
で
、
現
和
語
の
「
お
客
様
」

と
は
違
い
ま
す
。
何
ら
か
の
能
力
・
技
芸
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
そ
の
土
地
の
有
力
者
に
食
わ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
人
達
で
す
。
時
代
劇
に
で
て
く
る

ヤ
ク
ザ
の
用
心
棒
の
セ
ン
セ
イ
も
そ
の
類
い
で

す
。
客
に
は
前
置
詞
は
表
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、「
〜
の
中
に
」
と
い
う
副
詞
句
で
す
。
主
語

と
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

有
は
存
在
を
表
す
Ｖ
１
動
詞
で
す
。
そ
の
後
に

あ
る
能
…
者
が
主
語
の
関
係
詞
名
詞
節
で
あ
り
、

そ
の
節
内
の
他
動
詞
為
に
二-

一
点
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
節
は
下-

上
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
能
は
訓
読
で
「
よ
く
…
ス
」
と
読
み
、
不
能

は
「
よ
く
…
セ
ズ
」
で
は
な
く
て
「
…
す
る
あ
た

ハ
ズ
」
と
よ
み
、
こ
れ
も
ま
た
肯
定
と
否
定
と
で

ズ
レ
た
読
み
方
を
し
ま
す
。
英
語
の
助
動
詞 can

と can't 

で
す
か
ら
、「
で
き
る
」・「
で
き
な
い
」

と
す
れ
ば
済
む
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
な
ど
は
訓
読

法
の
実
に
困
っ
た
点
で
す
。
こ
の
能
に
つ
い
て

は
、
後
の
「
再
読
文
字
」
の
と
こ
ろ
で
改
め
て
触

れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

	

副
句	

Ｖ
１
Ｓ
＝［
Ｖ
４	

Ｏ	

前
句	

関
］

②
　
楚
人
　
有
　  

鬻
盾
与
矛
者

	

下	

二	

一レ	

上

■
こ
の
文
に
つ
い
て
は
、『
漢
文
解
析
』 

第
２
章

も
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
、
長
い
名
詞

節
が
主
語
と
な
り
Ｖ
Ｓ
倒
置
構
文
と
な
る
典
型
例

で
す
。
こ
こ
で
は
訓
点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
ま

す
。
前
置
詞
与
＝w

ith 

に
よ
っ
て
レ
点
が
必
要

と
な
り
、
か
つ
他
動
詞
鬻
に
よ
り
二-

一
点
を
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相
当
す
る
断
定
判
断
を
表
す
語
（
是
）
は
一
般
に

省
略
さ
れ
ま
す
。
す
る
と

　
良
薬
苦
　
山
深

の
よ
う
に
単
語
を
並
べ
た
だ
け
に
み
え
る
の
で
、

　
花
落
　
　
日
出

の
よ
う
な
第
１
文
型
の
文
と
見
か
け
で
は
区
別
が

つ
き
ま
せ
ん
か
ら
、
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
文
法
的
説
明
の
よ
う
に
、［
主
語
＋
述
語
］

と
い
う
よ
う
な
お
お
ざ
っ
ぱ
な
捉
え
方
を
す
る
と

こ
の
区
別
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
於
口
は
前
置
詞
句
で
す
。
英
語
の be 

fond of

… 

や be good at

…
と
同
じ
よ
う
な
形

で
す
。
和
語
に
は
前
置
詞
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
訓
読
法
で
は
送
り
仮
名
で
「
ニ
」
と

補
い
、
於
は
「
読
ま
な
い
字
」「
置
き
字
」
と
い

う
ふ
う
に
解
釈
し
て
き
ま
し
た
。

　

前
置
詞
は
、
和
語
の
助
詞
と
は
逆
順
に
な
り
ま

す
か
ら
、
二
…
一
点
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

於
口
を
「
口
に
」
と
い
う
前
置
詞
句
と
み
れ
ば
よ

く
、
文
法
解
析
す
る
と
、

	

Ｓ	

Ｖ
２
Ｃ	

前
句

　
良
薬 

苦 

於
口

　

こ
の
例
か
ら
、
訓
読
法
に
お
け
る
レ
点
、
二
ー

一
点
の
使
用
場
面
と
し
て
、　

第
二
は
、

〈
２
〉 

前
置
詞
句
の
目
印

で
す
。

で
は
、
次
の
文
の
文
型
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
有レ
バ　

備へ 

無シ 

憂
　 

※
憂
は
患
と
も
書
く

	

レ	

レ

　
「
存
在
」
を
表
現
す
る
文
は
第
１
文
型
で
す
。

上
に
示
し
た
第
１
文
型
の
例
文
と
異
な
り
、
存
在

を
表
す
動
詞
有
・
無
は
Ｖ
Ｓ
倒
置
構
文
と
な
る
の

が
漢
文
の
特
徴
で
す
。
英
語
の
「
存
在
」
を
あ
ら

わ
す There is 

〜
構
文
と
同
様
で
す
。

	

Ｖ
１	

Ｓ	

Ｖ
１	

Ｓ

　
有 

備 

無 

憂

　

ど
う
し
て
Ｖ
Ｓ
倒
置
の
形
に
な
る
の
で
し
ょ

う
？
次
の
例
文
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
宋
人ニ 

有リ 

耕ス
田ヲ
者

	

ニ	

レ	

一

　

典
型
的
な
書
き
出
し
で
す
。〈
副
詞
句
〉
＋
Ｖ

＋
Ｓ
の
順
序
に
な
ら
ん
で
い
ま
す
が
、
主
語
に
あ

た
る
部
分
は
、「
田
を
耕
す
者
」
と
い
う
ふ
う
に

関
係
詞
者
が
つ
く
る
名
詞
節
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
主
語
を
説
明
的
に
提
示
す
る
た
め
に

長
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
関
係

詞
節
と
な
る
た
め
に
、
漢
文
的
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と

し
て
、
Ｖ
Ｓ
倒
置
の
形
に
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
文
法
解
析
す
る
と
、

	

前
副
句	

Ｖ
１
Ｓ=

［
Ｖ
３	

Ｏ	

関
］

　
宋
人
　
有
　
耕
田
者

　

こ
の
例
か
ら
、
訓
読
法
に
お
け
る
レ
点
、
ニ
ー

一
点
の
使
用
場
面
と
し
て
、　

第
三
に
は
、

〈
３
〉 

存
在
を
表
す
有
無
の

　
　
Ｖ
Ｓ
倒
置
構
文
の
目
印

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
補
足
】

・�

正
式
な
英
訳
は Good m

edicine tastes 

bitter.

・�「
宋
人
に
」
は
、am

ong So-people 

に
相
当

す
る
前
置
詞
句
で
す
。
た
だ
し
、
漢
文
で
は
、

こ
の
構
文
の
最
初
は
場
所
や
範
囲
を
示
す
こ
と

が
わ
か
り
き
っ
て
い
る
の
で
前
置
詞
を
省
略
す

る
の
が
常
で
す
。

・�

関
係
詞
者
に
は
「
先
行
詞
」
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
節
末
に
置
か
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
西
欧
語

の
特
殊
性
で
あ
り
、
関
係
詞
の
要
件
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
主
格
の
関
係
代
名
詞
で
あ
り
、
モ

る
Ｖ
４
動
詞
で
す
が
、
こ
こ
で
の
買
手
は
不
特
定

多
数
で
す
か
ら
表
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
動
詞
の
文
型
は
基
本
的
に
動
詞
の
意
味
そ
の

も
の
で
決
ま
る
も
の
で
す
か
ら
、
表
現
さ
れ
た
部

分
だ
け
4

4

を
み
て
形
式
的
・
表
面
的
な
文
型
分
類
を

し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

	

Ｓ	

副	

Ｖ
３	
Ｏ

⑥
　
秦
皇 

平-

定 

天
下

	

二	

一

■
「
秦
の
皇
帝
が
天
下
を
統
一
し
た
。」
③
と
同

じ
構
造
で
す
ね
。
広
大
な
中
国
を
史
上
初
め
て
統

一
し
た
の
が
秦
と
い
う
国
家
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

秦
の
初
代
皇
帝
は
「
始
皇
帝
」
と
い
う
の
だ
と
中

学
社
会
で
教
わ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、

『
キ
ン
グ
ダ
ム
』（
原
泰
久
・
集
英
社
）
と
い
う
漫

画
が
こ
の
道
の
り
を
秀
逸
に
描
い
て
お
り
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
ア
ニ
メ
化
放
映
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
の

通
り
で
す
。

	

Ｓ	

否
副	

Ｖ
３	

Ｏ

⑦
　
百
聞
不
如
一
見

	

レ	

二	

一

■
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
い
う
有
名
な
フ

レ
ー
ズ
で
す
が
、
文
法
的
に
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。「
百
回
聞
く
こ
と
」
と
い

う
動
名
詞
句
が
が
主
語
「
１
回
見
る
こ
と
」
と
い

う
動
名
詞
句
が
目
的
語
で
す
ね
。
全
体
と
し
て
は

同
等
比
較
構
文
の
否
定
で
す
。
不
如
は
訓
読
で

「
シ
カ
ず
」
と
読
み
ま
す
が
、
如
単
独
で
は
「
ご

と
シ
」
と
読
み
方
に
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。「
匹
敵

す
る
・
同
等
だ
」
と
い
う
訳
語
で
お
さ
え
て
お
け

ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
如
は
元
々
「
従
う
」
の
意
味

の
Ｖ
３
動
詞
で
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
漢
文

解
析
』 p.91, 184,237

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

	

Ｓ	

Ｖ
４	

Ｏ
ヲ	

Ｏ
ニ

⑧
　
孔
子 

問 

礼 

於
老
子

	

二	

一

■
「
孔
子
は
礼
（
と
は
）
を
老
子
に
質
問
し
た
」

問
＝ask 

は
⑤
の
売
と
同
じ
く
Ｖ
４

動
詞
で
す
。

前
置
詞
於
は
「
お
い
て
」
と
呼
ん
で
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
こ
こ
で
は
目
的
語
で
あ
る
こ
と
を
明
示

す
る
用
法
で
す
か
ら
「
〜
に
」
と
読
み
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
置
き
字
」（=

無
視
）

扱
い
で
す
か
ら
、
返
り
点
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

構
文
さ
え
と
れ
れ
ば
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。

	

Ｓ	

Ｖ
４	
Ｏ
ニ	

Ｏ
ヲ

⑨
　
諸
葛
亮 

挑 

司
馬
懿 
戦

	

二	
一

■
三
国
志
の
有
名
人
で
す
。「
諸
葛
亮
は
司
馬
懿

に
戦
い
を
挑
ん
だ
。」
挑
も
売
や
問
と
同
じ
く
相

手
と
内
容
と
を
必
要
と
し
ま
す
か
ら
Ｖ
４
動
詞
で

す
。
前
文
と
は
「
〜
を
」
と
「
〜
に
」
の
順
が
逆

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
順
番
が
キ
ッ
チ
リ
と
き

ま
っ
て
い
る
英
文
法
と
は
異
な
り
、
漢
文
で
は
ど

ち
ら
も
第
４
文
型
と
と
ら
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

	

Ｓ	

Ｖ
１	

Ｖ
３	

Ｏ	

Ｖ
３	

Ｏ	

接	

Ｖ
１

⑩
　
兎
走 

触
株 

折
頸 

而
死

■
「
ウ
サ
ギ
が
走
っ
て
い
る
う
ち
に
樹
の
切
り
株

に
接
触
し
、
首
の
骨
を
折
っ
て
死
ん
だ
。」　

故
事

成
語
「
株
を
守
る
」
の
一
節
で
す
。
偶
然
が
重

な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
成
功
を
あ
て
に
す
る
怠
け
者

へ
の
批
判
で
す
。
接
続
詞
而ジ

は
等
位
接
続
詞
で
あ

り
、
一
連
の
動
詞
の
最
後
を
示
す
点
は
英
語
に
似

て
い
ま
す
が
、
順
接
か
逆
接
か
は
決
ま
っ
て
お
ら

ず
（
こ
こ
で
は
一
応
、
順
接
）、
こ
の
点
英
文
法

と
は
異
な
り
ま
す
。『
漢
文
解
析
』 p.　

 

参
照
。

２　

返
り
点
と
送
り
が
な
（
２
）

レ
点
と
二-

一
点
❷

　
良
薬ハ 

苦シ
於
口ニ

	

ニ	

一

　

こ
の
例
で
は
、
苦
は
良
薬
の
性
質
を
表
す
形
容

詞
で
す
か
ら
、
英
文
な
ら
、Good m

edcine is 

bitter. 

の
よ
う
に
be
動
詞
な
ど
の
第
２
文
型
動
詞

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
漢
文
法
で
は
be
動
詞
に
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の
上
に
は
、「
…
ト
シ
テ
」
と
い
う
送
り
が
な
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
悠
然
と
い
う
副
詞
が
の
っ

か
っ
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
漢
文
の
副
詞
は
和

語
と
同
じ
く
動
詞
の
前
に
お
き
ま
す
。
主
語
は
一

人
称
で
す
が
、
漢
詩
の
一
節
で
あ
り
省
略
さ
れ
て

い
ま
す
。

	

Ｓ	

副	

Ｖ
３	

Ｏ

③
　
吾
日
三-

省 

吾
身

	

二	

一

■
「
私
は
、
一
日
の
う
ち
自
分
の
言
動
を
何
度
も

振
り
返
る
よ
う
に
し
て
い
る
。」
と
い
う
意
味
で

す
が
、
あ
の
「
三
省
堂
書
店
」
の
命
名
の
元
で

す
。
日
と
三
と
は
と
も
に
副
詞
で
あ
り
時
間
と
頻

度
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
訓
読
で
は
三
省
と
い
う

一
つ
の
動
詞
と
し
て
呼
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
返
り
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ち
な
み

に
、「
三
度
目
の
正
直
」
と
か
「
仏
の
顔
も
三
度

ま
で
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
が
あ
る
よ
う
に
、

二
元
論
的
思
考
の
漢
文
世
界
で
は
、
単
に
三
回
と

い
う
回
数
を
表
す
だ
け
で
な
く
、「
何
度
も
」
と

い
う
意
味
に
解
し
た
ほ
う
が
良
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。『
漢
文
解
析
』
の
第
５
章
・
問
題
１
に
も
同

様
の
例
が
あ
り
ま
す
か
ら
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

	

Ｓ	

否
副	

Ｖ
３	

Ｏ

④
　
歳
月 

不
待 

人

	

レ	

レ

⑧
　
孔
子 

問フ 

礼ヲ 

於
老
子ニ

	

二	

一

⑨
　
諸
葛
亮 

挑ム 

司し
ば
い馬
懿ニ 

戦ヲ

	

二	

一

⑩
　
兎
走 

触
株 

折
頸 

而
死

【
解
析
・
解
説
篇
】

　

実
際
の
授
業
で
行
っ
て
い
る
解
説
の
要
点
で

す
。
実
際
に
は
、
行
間
に
様
々
な
漢
文
雑
学
（
教

養
）
を
ま
じ
え
て
い
ま
す
が
…
。

漢
文
法
基
礎
ド
リ
ル 

１

	

Ｓ	

Ｖ
３	

Ｏ	

Ｖ
３	

Ｏ

①
　
尽 

人
事 

待 

天
命

	

二	

一	

二	

一

■
「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
て
」
と
は
、
受

験
生
に
対
し
て
も
使
わ
れ
る
有
名
フ
レ
ー
ズ
で
す

ね
。
第
３
文
型
が
並
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
二-

一

点
が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
格
言
は
、
命
令
文
で
す

か
ら
主
語
は
一
般
人
称 you 

で
あ
る
た
め
省
略

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

	

Ｓ	

副	

Ｖ
３	

Ｏ

②
　
悠
然 

見 

南
山

	

二	

一

■
「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」　

Ｖ
３

動
詞
見

■
「
歳
月
は
、
人
を
待
た
ず
」　

時
の
過
ぎ
ゆ
く

速
さ
を
自
覚
さ
せ
、
怠
惰
を
戒
め
る
有
名
フ
レ
ー

ズ
で
す
。
注
目
す
べ
き
は
、
歳
月
と
い
う
「
無
生

物
主
語
」
で
す
。
英
文
法
に
も
あ
る
文
法
事
項
で

す
が
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
和
語
に
は
本

来
、
物
主
語
構
文
は
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。「
何
が
あ
の
人
を
こ
ん
な
に

変
え
た
の
か
？
」
と
い
う
言
い
方
は
英
・
漢
い
ず

れ
に
し
て
も
外
国
風
の
言
い
回
し
な
の
で
す
。
不

と
い
う
否
定
副
詞
を
動
詞
の
前
に
お
く
の
も
英
語

と
同
じ
で
す
ね
。
こ
れ
に
対
し
て
和
語
で
は
、
否

定
の
助
動
詞
は
文
末
と
な
る
た
め
に
動
詞
か
ら
レ

点
を
つ
か
っ
て
戻
る
の
で
す
が
、
要
す
る
に
英
語

と
同
じ
に
読
め
ば
よ
い
の
で
す
。

	

Ｓ	

Ｖ
３	

Ｏ	

Ｖ
４	

Ｏ

⑤
　
懸 

羊
頭 

売
狗
肉

	

二	

一	

二	

一

■
「
羊
の
頭
が
飾
っ
て
あ
る
が
、
売
っ
て
い
る
の

は
犬
の
肉
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
見
か
け
だ
け
で

中
身
が
伴
わ
な
い
イ
ン
チ
キ
で
あ
る
場
合
の
譬
え

に
使
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
漢
文
世
界
で
は
、
羊

肉
は
高
級
品
扱
い
で
あ
り
、
ま
た
犬
肉
が
食
用
で

あ
っ
た
（
我
が
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
そ
ん

な
に
古
い
話
で
も
な
い
）
こ
と
が
伺
い
知
れ
ま

す
。
食
文
化
の
相
対
性
を
学
ぶ
べ
き
例
文
で
も
あ

り
ま
す
。
な
お
、
売
は
商
品
と
買
手
を
必
要
と
す

１　

返
り
点
と
送
り
が
な（
１
）

レ
点
と
二-

一
点 

❶

　

訓
読
法
の
「
返
り
点
」
は
、
古
和
文
と
は
語
順

が
異
な
る
漢
文
を
ど
の
順
序
で
翻
訳
す
る
か
の
順

序
を
示
し
た
も
の
で
す
。「
送
り
が
な
」
は
、「
返

り
点
」
の
補
助
と
し
て
、
動
詞
や
形
容
詞
な
ど
の

品
詞
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
り
、
漢
文
で
は
表
現
さ

れ
な
い
名
詞
の
格
や
時
制
な
ど
を
補
う
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
古
和
文
に
則
っ
て
カ

タ
カ
ナ
で
両
側
に
小
さ
く
書
く
ル
ー
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

　
挙ル 

頭ヲ

	

レ

　

こ
の
例
で
は
、
挙キ
ョ

が
送
り
が
な
「
ル
」
に
よ
っ

て
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
挙
は
主
語

（
省
略
）
の
動
作
を
表
す
第
３
文
型
の
他
動
詞
で

す
ね
。（
こ
れ
を
Ｖ
３

と
書
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ

う
。）
頭
は
、
送
り
が
な
「
ヲ
」
に
よ
っ
て
名
詞

で
あ
り
目
的
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
他

動
詞
の
場
合
は
、
日
本
語
と
語
順
が
違
う
の
で
、

そ
れ
を
レ
点
で
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
逆

に
、
そ
れ
さ
え
わ
か
れ
ば
、
英
語
を
読
む
と
き
と

4

4

4

4

4

4

4

4

同
様
に

4

4

4

、
返
り
点
や
送
り
が
な
は
不
要
で
す
。

	

Ｖ
３	

Ｏ

　
挙 

頭

　
　
「
頭
を
挙
げ
る
」（
一
人
称
主
語
は
省
略
）

　

こ
の
例
は
、
目
的
語
が
一
字
な
の
で
レ
点
で
済

み
ま
し
た
が
、
二
語
以
上
の
目
的
語
を
取
る
場
合

は
、
二
ー
一
点
を
使
い
ま
す
。

　
挙テ 

頭ヲ
　
望ム 

山
月ヲ

	

レ	

二	

一

　
　
「
頭
を
挙
げ
て
、
山
月
を
眺
め
る
。」

　

こ
の
例
で
は
、
Ｖ
３

他
動
詞
望
が
二
字
の
目
的

語
を
取
る
こ
と
を
送
り
が
な
「
ヲ
」
で
示
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
英
語
を
知
る
現
和
人
な
ら
ば
、

両
者
の
区
別
は
不
要
で
あ
り
、
次
の
表
示
で
充
分

で
し
ょ
う
。

	
Ｖ
３	
Ｏ	

Ｖ
３	

Ｏ

　
挙
頭 
臨 
山
月

　

こ
の
例
か
ら
、
訓
読
法
に
お
け
る
レ
点
、
二-

一

点
の
使
用
場
面
と
し
て
は
、

〈
１
〉 

他
動
詞
の
目
的
語
の
目
印

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
補
足
】
漢
文
で
は
、
必
ず
動
詞
の
順
序
が
時
間

の
流
れ
に
一
致
し
ま
す
。
英
語
と
異
な
り
時
間

が
逆
に
な
る
表
現
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
つ
の
動

詞
の
間
にand

に
あ
た
る
接
続
詞
而
な
ど
が

あ
っ
て
も
い
い
は
ず
で
す
が
、
右
の
よ
う
な

ル
ー
ル
か
ら
特
に
必
要
の
な
い
限
り
省
略
し
ま

す
。
こ
れ
は
漢
詩
の
一
節
で
あ
り
五
文
字
に
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
も
あ
り
主
語
も
ま
た
カ
ッ

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

漢
文
法
基
礎
ド
リ
ル 

１

　

次
の
例
文
の
文
型
・
品
詞
を
記
し
な
さ
い
。

①
　
尽 

人
事 

待 

天
命

	

二	

一	

二	

一

②
　
悠
然
ト
シ
テ

　
見 

南
山

	

二	

一

③
　
吾
日ニ
三-

省ス 

吾
身ヲ

	

二	

一

④
　
歳
月 

不
待タ 

人ヲ

	

レ	

レ

⑤
　
懸ケテ 

羊
頭 

売ル
狗ヲ
肉

	

二	

一	

二	

一

⑥
　
秦
皇 

平
定 

天
下

	

二	

一

⑦
　
百
聞
不
如
一
見
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は
し
が
き

　

古
代
中
国
語
で
書
か
れ
た
漢
文
は
、
和
人
に
と
っ
て
「
外
国
語
」
で

し
た
。
そ
し
て
、
文
法
構
造
が
大
き
く
異
な
る
漢
文
を
読
み
解
き
、
そ

の
先
進
文
化
を
読
解
し
吸
収
す
る
た
め
に
、
古
和
人
が
千
年
以
上
か
け

て
磨
き
上
げ
て
き
た
翻
訳
技
術
が
「
訓
読
法
」
で
す
。
奈
良
・
平
安
の

昔
か
ら
、
こ
の
技
法
は
長
ら
く
学
問
に
関
わ
る
名
家
各
々
の
秘
伝
と
さ

れ
、
部
外
秘
で
あ
り
、
様
々
な
流
派
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
時
代
は

下
り
、
や
が
て
儒
学
の
奨
励
と
普
及
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
中
期
以
降

に
は
漢
文
教
育
が
一
般
に
広
ま
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら

は
法
律
に
よ
っ
て
訓
読
の
方
法
が
統
一
・
標
準
化
さ
れ
る
に
い
た
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
、私
た
ち
が
目
に
す
る
の
は
こ
の
「
訓
読
法
」
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
長
い
歴
史
を
も
つ
訓
読
法
で
す
か
ら
、
現
代
日
本
語
に

溶
け
込
ん
で
い
る
も
の
も
多
々
あ
り
、
高
校
生
の
漢
文
入
門
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
の
訓
読
法
か
ら
入
り
、
そ
の
伝
導
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
有
効

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

し
か
し
一
方
、
古
和
文
に
訳
す
た
め
の
技
術
と
し
て
発
展
し
た
た
め

に
、
現
和
人
に
と
っ
て
は
、
前
提
と
し
て
「
古
文
」
の
習
得
（
昔
の
和

人
に
は
不
要
で
し
た
）
と
い
う
遠
回
り

4

4

4

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

英
文
法
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
漢
文
法
で
す
が
、
古
和
人

が
英
文
法
を
知
ら
な
か
っ
た
ゆ
え
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
前
置
詞
や
関

係
詞
な
ど
の
品
詞
や
構
文
が
あ
り
、
文
法
理
論
的
に
見
直
し
た
方
が
よ

い
箇
所
が
あ
る
の
も
ま
た
厳
然
た
る
事
実
で
す
か
ら
、
訓
読
法
を
現
代

的
な
視
点
か
ら
文
法
的
に
捉
え
返
し
て
学
ぶ
こ
と
も
ま
た
有
効
で
あ

り
、
む
し
ろ
必
須
と
い
え
る
の
で
す
。

　
『
思
考
訓
練
の
場
と
し
て
の
漢
文
解
析
』（
２
０
１
４
育
文
社
刊
）
で

は
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
漢
文
法
の
新
し
い
姿
を
提
示
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
法
と
句
形
・
句
法
を
す
で
に
学
ん
だ
人
に

と
っ
て
の
再
入
門
篇
で
あ
り
、
長
年
の
疑
問
・
フ
シ
ギ
を
解
決
・
解
消

す
る
の
が
主
目
的
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
こ
れ
か
ら
漢
文
を
学
び
始
め
る
人
を
想
定

し
て
、
和
人
と
し
て
誇
る
べ
き
文
化
遺
産
た
る
訓
読
法
か
ら
、
漢
文
法

へ
と
つ
な
が
る
よ
う
に
説
き
起
こ
し
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
漢
文
を
素

材
と
し
た
ド
リ
ル
形
式
の
演
習
を
行
う
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
科

書
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
例
文
を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
、
文
法
的
に

解
析
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
学
び
を
通
し
て
新
た
な
漢
文
法
を
基
礎
か
ら
理
解
す
る
と
と
も

に
、
我
々
の
祖
先
が
築
き
上
げ
た
訓
読
法
の
す
ご
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を

改
め
て
認
識
す
る
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
す
。

　
　

２
０
１
５
年　

春�

市
川
久
善　

新・漢文法基礎

漢文句法・句形
演習ドリル

訓読法の初歩から応用までを

新たな文法的な視点からの講義＆演習！

大学進学教育ＧＨＳ　　　　　　　　　　

市川 久善［編著］
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今
後
の
『
漢
文
解
析
』

前
号
の
イ
ン
ト
ロ
で
は
、
こ
こ
で
公
開
し
た
漢

文
解
析
例
が
充
分
な
数
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
本

講
義
の
「
完
結
」
を
予
告
し
ま
し
た
が
、
本
号
を

も
っ
て
『
医
大
受
験
』
の
発
刊
自
体
が
終
了
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
新
た

4

4

な
る
4

4

連
載
企
画
の
ス
タ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
続
き
は
大
学
進
学
教
育
Ｇ
Ｈ
Ｓ
予
備

校
の
Ｈ
Ｐ
に
て
、
い
わ
ゆ
る
「
電
子
ブ
ッ
ク
」
の

形
で
継
続
す
る
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。
紙
媒
体

で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
閲

覧
・
配
信
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
は
結
果
的
に

は
、
連
載
周
期
の
短
縮
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
・

拡
張
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
も
紙
媒
体

で
は
、
修
正
が
容
易
に
利
か
な
い
こ
と
か
ら
校
正
作

業
が
必
須
と
な
り
、
編
集
部
と
の
複
数
回
の
や
り
と

り
が
必
要
で
す
。
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
三
ヶ
月
に

一
度
く
ら
い
が
講
義
と
並
行
し
て
で
き
る
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
Ｉ
Ｔ
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
時
代
に
あ
っ
て
受
験
生
読
者
に
と
っ
て

は
、
こ
の
ペ
ー
ス
が
〝
悠
長
〟
に
映
る
の
も
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｓ
で
の
私
の
講
義
は
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
と
し
て
下
書
き
し
、
授
業
を
反
映
し
て

追
加
・
修
正
し
て
年
々
歳
々
積
み
上
げ
て
い
く
形

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
本
連
載
は
、
そ
れ
を

ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
「
推
敲
と
清
書
」
を
す
る
こ
と

で
完
成
す
る
作
業
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
機
動

性
の
あ
る
「
電
子
ブ
ッ
ク
」
の
形
で
公
開
す
る
こ

と
は
そ
の
自
然
な
延
長
で
し
か
な
く
、
時
代
の
要

請
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

事
実
、
全
国
各
地
か
ら
、「
Ｇ
Ｈ
Ｓ
に
通
学
で

き
な
い
高
校
生
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
」
と

い
う
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
た
し
か
に
、
現
状
で
は
浪
人
し
な
く
て
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（
し
か
も
上
京
し
な
く
て
は
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）
Ｇ
Ｈ
Ｓ
の
授
業

を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
か
ら
、
地
方
の
現
役
生

と
し
て
は
も
っ
と
も
な
話
で
す
。
そ
の
よ
う
な
声

に
応
え
る
意
味
も
こ
め
て
の
、『
医
大
受
験
』
の

発
展
的
な
解
消
と
承
継
と
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

漢
文
基
礎
句
法
ド
リ
ル
と
は

今
年
度
の
Ｇ
Ｈ
Ｓ
の
漢
文
の
授
業
は
、
新
た
な
る

試
み
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
演
習
に
入
る
前
段

階
と
し
て
基
礎
的
な
文
法
の
演
習
を
組
み
込
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
本
誌
連
載
の
蓄
積
に

よ
っ
て
、
す
で
に
そ
れ
相
当
の
漢
文
の
知
識
が
あ
る

受
験
生
は
、『
漢
文
解
析
』
を
ふ
ま
え
て
、
独
習
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
と
す
れ

ば
、
高
校
時
代
に
ま
と
も
に
漢
文
に
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
人
、
漢
文
に
ま
で
試
験
対
策
の
手
が
届
い
て
い

な
い
人
な
ど
の
た
め
に
、
も
っ
と
高
校
の
漢
文
の
原

点
・
基
本
か
ら
説
い
て
い
く
こ
と
に
重
き
を
置
く
べ

き
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
い
え
ば
、『
漢
文
解
析
』
は
、
す
で
に
漢

文
の
知
識
が
あ
り
、
漢
文
を
学
び
直
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
「
昔
の
受
験
生
」
に
新
た
な
視
点
と

刺
激
を
提
供
し
た
点
で
好
評
を
博
し
、「
お
父
さ
ん

世
代
」
の
方
か
ら
熱
心
な
お
便
り
が
届
き
ま
す
。

そ
れ
は
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
漢
文
を
学

ぶ
高
校
生
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。『
漢
文
解
析
』
で
説
い

た
文
法
上
の
問
題
、
訓
読
の
フ
シ
ギ
の
解
明
も
、

訓
読
法
を
し
っ
か
り
学
ん
だ
と
い
う
前
提
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
そ
の
真
価
を
感
得
で
き
る
も
の
だ
か

ら
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
説
く
「
漢
文

基
礎
句
法
ド
リ
ル
」
は
、『
漢
文
解
析
』
の
入
門
編

と
な
り
ま
す
。

理
系
の
た
め
の
漢
文
法
解
析
講
義

第
16
回  
漢
文
基
礎
句
法
ド
リ
ル 
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